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イベント情報ピックアップ

　盛岡南部家の贈答に関わる資料を中心に、
将軍家や大名たちとのつながりを紹介。

 展示室入館料が必要　  同館☎681-2100
 1026103

▶企画展ギャラリートーク
 4月28日㈰・6月23日㈰、13時半～14時半
 各20人

企画展「殿様のギフト～贈り物にみ
る盛岡藩・南部家の結びつき～」

 4月20日㈯～6月23日㈰、9時～19時
 もりおか歴史文化館（内丸）

　エリア内にある店舗や施設など、全65カ所に設
置されたスタンプを収集しながら、まち歩きを楽
しみませんか。参加方法やルールなど詳しくは、主
催者のホームページをご覧ください。

 紺屋町かいわい街並み協議会
☎090-1496-6311　

　今年のもりおか環境緑
り ょ っ か

花まつりは、花と緑の
展示即売のほか、イベント盛りだくさん！　内容な
ど詳しくは、市公式ホームページをご覧ください。

 公園みどり課内、同まつり実行委員会事務
局☎639-9057　  1022343
■ハンギングバスケット製作体験教室

 5月11日㈯10時半～12時と13時半～15時
 各10人　  各千円　
 電話：4月18日㈭9時から

■ツリークライミング体験会
 5月11日㈯・12日㈰、10時～15時半　
 各30人　  各千円　  電話：4月18日㈭

17時からツリークライミングクラブやまねっ
こ事務局☎090-3018-4027で受け付け

もりおか環境緑花まつり

もりおか中津川まち歩き
スタンプラリー2019

 5月11日㈯・12日㈰、10時～16時
 中央公園イベント広場（本宮字松幅）

 4月20日㈯～5月19日㈰
 上の橋～下の橋の中津川の両岸

 5月5日㈰10時～14時
 サクラパーク姫神（日戸字新田）

約1万本のオオヤマザクラを楽しみませんか。
岩洞第一発電所見学ツアー★のほか、桜や風
車をテーマとしたフォトコンテストなどさまざ
まな催しがあります。無料シャトルバス★も運
行。イベント内容など詳しくは、市公式ホーム
ページをご覧ください。★要予約

 産業振興課☎683-3852　  1022467

　米内浄水場のヤエベニシダレヒガンザクラ
（樹齢約90年）は、市内の桜が咲き終えたこ
ろに満開を迎えます。歴史ある建造物と艶や
かな桜のコントラストは格別の美しさです。ま
た、今年は市制施行130周年、水道事業85周
年の節目。特別に水道事業の歴史資料を展示
する水道記念館も一般公開します。（記念館
公開は17時半まで）

 同浄水場☎667-2280
※飲食、敷物に座っての見学、ペットの入場はできま
せん
※開花状況は、上下水道局の公式ホームページでご
確認ください

 4月22日㈪～5月6日㈪、9時～18時
 米内浄水場（上米内字中居）

米内浄水場の桜一般公開 オオヤマザクラまつり

雉子頭雌雄御太刀拵（きじがしらしゆうおんたちこしらえ）

昨年の様子

　澤口さんが住む西青山三丁目町内会は、17年
連続で集団回収する資源の量が市内トップの、
ごみ減量に熱心な地域です。毎月1回の回収日
には、市のきれいなまち推進員で、町内会の保
健衛生部長でもある澤口さんを中心に、役員
のほか、ボランティアで参加する住民や小・中
学生など、約40人が集まります。「集団回収で
町内を回りながら、地元の人たちと言葉を交わ
すのが楽しいです。集団回収以外でも、平均す

ると週4日は地域の活動に顔を出していますが、
大変だと思ったことはありません。何より頼ら
れることが幸せだと感じます」と話す澤口さん。
活発な活動に触発され、30～40代の働く世代
の参加も増えたとのこと。昨年4月には、町内
会に生ごみ処理機が導入され、管理の仕事も
増えましたが「地域のために体を動かすことが、
自分の健康のバロメーターでもあります。まだ
まだ頑張りますよ」と力強く話していました。
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地域活動やボランティア活動などで、まちづくりに関わる人たちを紹介します

頼られることに幸せを感じます
きれいなまち推進員　澤口久
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